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『一
高
寮
歌
解
説
書
の
落
穂
拾
い
』（
そ
の
九
十
六
）

（詠
帰
会

森
下
達
朗
〈一
高
同
窓
会
会
友
〉

『
ア
ム
ー
ル
川
』
の
作
曲
者
論
争
の
検
証
（
Ⅱ
）

●
「
ア
ム
ー
ル
川
」
と
「
メ
ー
デ
ー
の
歌
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
検
証

「
聞
け
万
国
の
労
働
者
䢧
䢧
」
で
は
じ
ま
る
「
メ
ー
デ
ー
の
歌
」
は
大
正
11
年
（19

2
2

）
の
第
3
回
メ
ー
デ
ー
の
た
め
に

当
時
池
貝
鉄
工
の
労
働
者
で
あ
っ
た
大
場
勇
が
作
詞
し
た
も
の
で
、
曲
は
一
高
寮
歌
「
ア
ム
ー
ル
川
の
流
血
や
」
を
転
用
し
た

と
さ
れ
る
（
新
版
『
日
本
流
行
歌
史
』
上

(1994)

・
古
茂
田
信
男
ほ
か
編
、
『
徹
底
検
証
・
日
本
の
軍
歌
䢣
戦
争
の
時
代
と
音
楽
』
（2011

）・
小

村
公
次
、
な
ど
多
数
）。

作
曲
者
に
つ
い
て
栗
林
宇
一
説
と
永
井
建
子
説
と
が
対
立
し
て
い
た
「
歩
兵
の
歌
」
の
場
合
と
異
な
り
、「
メ
ー
デ
ー
の
歌
」

が
「
ア
ム
ー
ル
川
の
流
血
や
」
の
替
え
歌
で
あ
る
点
に
つ
い
て
は
従
来
争
い
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
藍
川
由

美
に
よ
る
『
三
曲
の
原
曲
＝
軍
歌
「
小
楠
公
」』
と
い
う
新
見
解
の
発
表
以
後
、
こ
れ
に
付
和
雷
同
し
て
、『「
メ
ー
デ
ー
の
歌
」

は
「
ア
ム
ー
ル
川
」
や
「
歩
兵
の
歌
」
の
替
え
歌
で
あ
る
』（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
）
と
か
『「
メ
ー
デ
ー
の
歌
」
の
作
曲
者
は
永
井

建
子
で
あ
る
』（
二
木
紘
三
・
う
た
物
語
）
と
い
う
短
絡
的
な
見
解
ま
で
が
ネ
ッ
ト
に
登
場
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
高
橋
佐
門
「
旧
制
高
等
学
校
研
究
・
校
風
寮
歌
論
編
」（1

97
8

）
に
よ
る
と
、「
ア
ム
ー
ル
川
」
の
譜
で
歌
わ
れ
た
労

働
歌
は
、
大
正
期
だ
け
で
も
次
の
よ
う
に
5
曲
以
上
に
及
ぶ
と
い
う
。

大
正
初
期
、
友
愛
会
鉄
工
組
合
「
貪
婪
飽
く
な
き
資
本
家
の
」

大
正
10
年
、
メ
ー
デ
ー
歌
「
桜
も
散
り
て
貴
人
ら
が
」

大
正
11
年
、
メ
ー
デ
ー
歌
「
聞
け
万
国
の
労
働
者
」

大
正
13
年
、
日
本
交
通
労
働
総
連
盟
交
通
労
働
歌
「
人
類
文
化
の
創
造
は
」

大

正

末
、

日
本
坑
夫
組
合
歌
「
二
十
世
紀
の
文
明
を
」
そ
の
他

以
上
の
こ
と
か
ら
も
、
原
曲
が
ど
こ
ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
る
か
は
別
と
し
て
、「
メ
ー
デ
ー
の
歌
」
は
あ
く
ま
で
一
高
寮
歌
「
ア

ム
ー
ル
川
」
の
替
え
歌
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

●
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
へ
の
登
録
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

音
楽
著
作
権
に
つ
い
て
は
、
著
作
権
等
管
理
事
業
法
に
基
づ
き
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
（
一
社
・
日
本
音
楽
著
作
権
協
会
）
を
は

は
じ
め
と
す
る
管
理
事
業
者
が
権
利
者
と
の
信
託
契
約
に
よ
っ
て
管
理
し
て
い
る
。
関
係
曲
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
へ
の
登

録
状
況
を
検
索
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
に
、
同
一
曲
の
作
曲
者
と
し
て
二
人
登
録
さ
れ
た
り
、
タ
イ
ト
ル
の
表
現
に
よ

り
作
曲
者
が
違
っ
た
り
と
い
う
よ
う
に
、
変
則
的
で
か
な
り
混
乱
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

▼
「
ア
ム
ー
ル
川●

の
流
血
や
」
＝
作
詞
・
塩
田
環
（
無
信
託
）、
作
曲
・
永
井
建
子
（
消
滅
）

▼
「
ア
ム
ー
ル
河●

の
流
血
や
」
＝
作
詞
・
塩
田
環
（
無
信
託
）、
作
曲
・
栗
林
宇
一
（
消
滅
）

▼
「
征
露
歌
」
＝
作
詞
・
青
木
得
三
（
無
信
託
）、
作
曲
・
永
井
建
子
（
消
滅
）

▼
「
歩
兵
の
歌
」
＝
作
詞
・
加
藤
明
勝
（
無
信
託
）
、
作
曲
・
永
井
建
子
（
消
滅
）

▼
「
歩
兵
の
本
領
」
＝
作
詞
・
加
藤
明
勝
（
無
信
託
）、
作
曲
・
栗
林
宇
一
（
消
滅
）、
作
曲
・
永
井
建
子
（
消
滅
）

▼
「
メ
ー
デ
ー
歌
」
＝
作
詞
・
大
場
勇
（
全
信
託
）
、
作
曲
・
栗
林
宇
一
（
消
滅
）

《「
メ
ー
デ
ー
の
歌
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
の
登
録
は
な
い
。》

▼
「
戦
わ
ん
哉
時
至
る
」
＝
作
詞
・
不
明
、
作
曲
・
栗
林
宇
一
（
消
滅
）

音
楽
著
作
権
の
保
護
期
間
は
、
原
則
と
し
て
著
作
権
者
の
死
後
50
年
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
50
年
（1

9
7
5

）
の
時
点
で

「
ア
ム
ー
ル
川
」
の
作
曲
者
が
栗
林
宇
一
か
永
井
建
子
か
が
議
論
の
的
に
な
っ
た
の
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
・
レ
コ
ー
ド
会
社
か
ら

①



一
高
同
窓
会
に
「
ア
ム
ー
ル
川
」
の
著
作
権
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
（「
一
高
同
窓
会
会
報

第23
号
」S

5
0
.
9
.
1
5
)

が
、
そ
の
時
点
で
は
ま
さ
に
両
氏
と
も
著
作
権
期
間
の
存
続
中
で
あ
っ
た
。

【
注
：
栗
林
宇
一
氏
の
逝
去
は
昭
和
33
年
（1

9
5
8

）、
永
井
建
子
氏
の
逝
去
は
昭
和
15
年
（1

9
4
0

）】

●
森
鷗
外
の
軍
歌
「
第
二
軍
」

吉
田
健
彦
氏
は
同
氏
の
サ
イ
ト
の
中
で
「
ア
ム
ー
ル
川
」
の
作
曲
者
論
争
に
言
及
し
、「
た
だ
し
、
当
時
の
一
高
生
の
「
十
九

世
紀
末
の
歌
？
と
譜
は
同
じ
」
と
の
メ
モ
も
あ
る
」
と
し
て
問
題
を
提
起
し
て
お
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
初
版
の
一
高
寮
歌
集
（
明
治
37
年
６
月
、1

9
0

4

）【
近
森
文
庫
所
蔵
】
の
「
ア
ム
ー
ル
川
の
流
血
や
」
の
ペ
ー
ジ

に
、『
譜
は
「
十
九
世
紀
の
末
つ
か
た
䢧
䢧
」
に
お
な
じ
』
と
の
元
所
有
者
（
明
治
37
年
７
月
に
一
高
生
か
ら
入
手
し
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
）
の
メ
モ
書
き
が
あ
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
。

「
十
九
世
紀
の
末
つ
か
た
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
曲
を
探
し
た
が
見
当
た
ら
ず
、
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
偶
然
、
森
鷗
外
作

の
軍
歌
「
第
二
軍
」
の
第
２
連
に
類
似
の
表
現
が
見
つ
か
っ
た
。
こ
の
軍
歌
は
、
明
治
37
年
（1

9
0
4

）、
森
鷗
外
が
日
露
戦
争

に
第
二
軍
軍
医
部
長
と
し
て
赴
任
す
べ
く
宇
品
を
出
港
す
る
直
前
の
作
、「
明
治
37
年
3
月
27
日
広
島
に
お
い
て
」
と
い
う
前

書
き
が
あ
る
詩
で
、
４
行
で
１
連
、
全
９
連
、
36
行
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
第
１
連
と
第
２
連
を
示
す
。

▼
「
海
の
氷ひ

こ
ご
る

北
国

ほ
っ
こ
く

も

十
六
世
紀
の

末
つ
か
た

春
風
い
ま
ぞ

吹
き
わ
た
る

う
ら
る
を
踰こ

え
し

む
か
し
よ
り

三
百
年
來

跋
扈

ば

っ

こ

せ
し

虛
名
に
お
ご
る

仇
び
と
の

ろ
し
あ
を
討
た
ん

時
は
來
ぬ
」

眞
相
た
れ
か
は

知
ら
ざ
ら
ん
」（
以
下
略
）

こ
の
軍
歌
は
「
う
た
日
記
」
と
題
す
る
鷗
外
の
歌
集
に
ま
と
め
ら
れ
、
文
学
全
集
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
市
販
の
軍
歌

集
に
は
登
載
さ
れ
ず
、
曲
譜
に
つ
い
て
の
資
料
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
田
山
花
袋
の
「
第
二
軍
従
征
日
記
」
で
は
、
輸

送
船
内
で
オ
ル
ガ
ン
を
弾
く
軍
曹
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。

▼
「
森
軍
医
部
長
、
鷗
外
先
生
の
吟
ぜ
ら
れ
た
る
第
二
軍
の
軍
歌
は
、
実
に
終
日
こ
の
オ
ル
ガ
ン
の
拙
い
調
子
に
合
は
せ

ら
れ
て
い
る
の
で
、
奥
大
将
の
第
二
軍
䢧
䢧
と
合
は
せ
終
っ
て
、
あ
ゝ
何
う
し
て
も
出
来
ん
、
出
来
ん
と
慨
嘆
し
て
立

上
る
軍
曹
の
顔
は
今
で
も
眼
の
前
に
見
え
る
や
う
な
。」

ま
た
、
日
露
戦
争
写
真
画
報
（
20
）【1

9
0
5
.
4

博
文
館
】
に
は
「
第
二
軍
公
式
ソ
ン
グ
」
と
い
う
次
の
記
事
が
あ
る
。

▼
「
軍
医
監

森
林
太
郎
氏
は
、
第
二
軍
軍
医
部
長
と
し
て
従
軍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
䢧
䢧
（
中
略
）
䢧
䢧
第
二
軍
の
軍
歌

は
、
氏
が
陣
中
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
軍
隊
行
進
の
時
な
ど
は
、
こ
の
勇
ま
し
い
軍
歌
を
歌
い
、
疲
れ
た
足

を
慰
む
る
の
で
あ
り
ま
す
。
䢣
䢣
【
以
下
、「
第
二
軍
の
歌
」
の
歌
詞
36
行
全
体
を
掲
載
】

以
上
か
ら
見
る
と
、
実
際
に
戦
地
で
も
歌
わ
れ
た
も
の
の
よ
う
だ
が
、
曲
譜
に
触
れ
た
資
料
は
な
い
の
で
、
大
胆
な
仮
説
を

を
披
露
し
て
み
る
。
一
高
で
は
、
す
で
に
明
治
34
年
に
寮
歌
「
ア
ム
ー
ル
川
」
が
つ
く
ら
れ
て
世
間
に
流
布
し
た
の
に
続
い
て

「
第
二
軍
の
歌
」
よ
り
早
い
明
治
37
年
２
月
に
は
、「
ア
ム
ー
ル
川
」
の
曲
を
使
っ
た
「
征
露
歌
」
が
発
表
さ
れ
、
時
宜
に
即
し

た
歌
と
し
て
好
評
を
博
し
広
く
世
間
で
歌
わ
れ
た
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、「
第
二
軍
の
歌
」
が
征
露
と
い
う
テ
ー
マ
を
共
有
す
る

「
征
露
歌
」（
も
し
く
は
「
ア
ム
ー
ル
川
」）
の
曲
譜
で
歌
わ
れ
た
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
こ
と
を
示
す

の
が
、『
譜
は
「
十
九
世
紀
の
末
つ
か
た
」
に
お
な
じ
』
の
メ
モ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
「
第
二
軍
の
歌
」
の
「
十
六
世

紀
の
末
つ
か
た
…
…
」
は
、
ロ
シ
ア
が
十
六
世
紀
末
に
ウ
ラ
ル
を
越
え
て
シ
ベ
リ
ア
を
侵
略
し
た
こ
と
を
指
す
。
件
の
メ
モ
に

「
十
九
世
紀
の
末
つ
か
た
」
と
あ
る
の
は
、
当
時
が
二
十
世
紀
に
な
っ
て
間
が
な
い
た
め
混
同
が
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ

し
、「
第
二
軍
の
歌
」
が
永
井
建
子
の
軍
歌
「
小
楠
公
」
の
曲
譜
で
歌
わ
れ
た
可
能
性
も
な
お
残
る
。

以
上

（
平
成
三
十
年
五
月
）

②


